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黄色のじゅうたん敷き詰めて
今年も田んぼ一面に咲いたひまわり。７月の水害や長い梅雨により、
なかなか開花しなかったひまわりが、例年より２週間ほど遅い８月
17日以降今年は場所を変えての満開となりました。
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なかなか開花しなかったひまわりが、例年より２週間ほど遅い８月
17日以降今年は場所を変えての満開となりました。
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～行政評価に取り組んでいます～
町では、平成19年度から行政評価の取り組みを開始し、平成20年度に内部で試行的に評価
しました。平成21年度はこの取り組みを本格的に進めています。

行政評価って簡単に
言うと、どんなこと？

　行政評価とは、町が行う仕事が「本当に必
要なものなのか」、「やり方は適切なのか」、「効
果が上がっているのか」など問題点がないの
かを点検し、改善できるところがあれば改善
につなげていく仕組みのことです。
　このような取り組みは、既に全国的にも多
くの自治体で行われています。

町の仕事を点検し、問題
があれば改善につなげる
仕組みのことです。

なぜ、行政評価に取り
組んでいるの？　　　

　近年、国から地方への権限移譲など、地方分権が
進んでおり、自治体には地域のニーズに合った行政
サービスを自ら考え提供して行くことが求められて
います。「何が本当に地域に必要なサービスなのか」、

「より低コストでサービスを提供することができない
のか」など、限りある財源をより効果的に使い、よ
り良いまちづくりを行うための手法として行政評価
に取り組んでいます。

限りある財源をより効果的に
使い、行政サービスの質の向
上につなげていくためです。

　評価は仕事の成果（効果）や活動実績、また、
その仕事に要する費用（お金）、さらには「４つ
の視点（左記参照）」による点検などをもとに判
断します。 
　平成 21 年度は町の仕事、約 400 件の事務や事
業を対象に内部で評価を行いました。また、これ
とは別に企業会計等で行っている 4 事業（水道、
下水道、病院及び老健施設）についても、より経
営的な視点で評価を行いました。今後は、外部の
有識者や公募委員などによる外部評価を行なう予
定です。

仕事を実施することによる成果
（効果）や、その仕事にかかる
お金などをもとに評価します。

Ｑ1Ｑ2

Ｑ3評価の視点①「妥当性」

評価の視点③「効率性」

　「町民のニーズが薄れていないのか」、「町が関与
しなければいけない事業なのか」など、町が事業を
続けることが妥当なのかを点検しました。

　「事業の優先順位は高いのか」、「成果が上がって
いるのか」など、事業を実施することで住民生活に
有効なのか、または、どの程度貢献しているのかを
点検しました。

評価の視点②「有効性」

　「コストに削減の余地がないのか」、「仕事の進め
方を簡素化できないのか」など、事業をより効率的
に実施できないのかを点検しました。

何を根拠に、どういう
考え方で評価するの？

評価の視点④「公平性」

　税を基礎的な財源とする公共サービスは、より多
くの人に利用してもらうことが望ましいことから、
税の使い道に公平性が確保されているのかを点検し
ました。



３−2009.９

　自治体は地域住民に対して説明責任を果た
して行くことが重要であり、そのためには、
行政の仕事の透明性を高め、住民の理解を得
ながら仕事を行うことが必要です。
　そのため、平成 21 年度に実施する行政評
価は、すべての評価作業が終了した後、広報
紙、ホームページや役場企画財政課で公表す
る予定です。

　町の仕事を評価する際には、行政内部だけで評価
するのではなく、町民や外部の有識者などにも参画
していただき、より多くの人で考えることが望まし
い姿といえます。そのため、8月には町民 1,000 人
を対象に行政評価に関するアンケート調査を実施し
ました。また、今後、実施を予定している外部評価
では町民の中から委員を募集します。詳しくは、5
ページの「外部評価委員の募集」の欄をご覧くださ
い。

町の仕事を総　　！点検
行政評価の内容は見
ることができるの？

平成 21 年度中に町の
広報紙、ホームページ
などで公表します。

わしも町の仕事につ
いて一緒に考えてみ
たいのじゃが？　

アンケート調査や外部評価を
実施し、より多くの人の意見
を聞きながら取り組みを進め
ます。

Ｑ6 Ｑ5

　行政評価で町の仕事をいろいろな視点で点検し、最
終的には、その仕事の取組方針を明確にしていきます。
例えば、「現状どおり今後も実施する」、「仕事の手法を
改善して行う」、「住民のニーズが薄れているので、廃
止に向け検討する」といったことを６つ（左記参照）
に区分します。そして、この評価の結果を、町の計画
や予算などに反映させていきます。

仕事の改善や統合・休廃止な
ど、今後の取組方針を明確に
して、町の計画や予算に反映
させます。

行政評価を、どのように
まちづくりに反映させるの？

Ｑ4

区分 説明

現状維持 特に問題がないため、現状のまま今後
も実施します

手法改善 何らかの問題があり、見直すべき点を
改善して実施します

コスト拡大 コストを重点的に使い、規模の拡大を
行いながら実施します

コスト縮小 コストを抑制させて、規模の縮小を行
いながら実施します

統合 同じような仕事と統合して実施します

休廃止 仕事を休止または廃止します

この６つの区分により今後の
取組方針を明確にしていきます。
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町の仕事ファイル⑧

大谷自然公園管理運営事業
　大自然に恵まれ
た環境の中で、野
外活動やレクリ
エーションを体験
できる教育施設で
す。公園の遊具は
年間を通して利用でき、バンガローやテント
サイトなどは夏季限定で利用できます。

◎総費用（※人件費含む）　　668万円
◎宿泊施設利用者数（平成20年夏季）　844人

町の仕事ファイル⑦

総合福祉センター運営事業（福祉棟）
　心身ともにリフ
レッシュできる憩い
の場として、入浴施
設を併設した総合福
祉センター福祉棟を
運営しています。
※施設の運営に必要な費用の
　約 3分の 1は利用者の方の負担で賄われています。

◎総費用（※人件費含む）　　5,314万円
◎年間延べ利用者数（平成20年度）　72,705人

町の仕事ファイル⑤

ふれあいフェスタ事業
　健康づくりや福
祉の大切さを参加
者自らが考え、知
識を深める機会と
して、毎年、ふれ
あいフェスタを開
催しています。

◎総費用（※人件費含む）　　469万円
◎入場者数（平成20年度）　約 1,300人

町の仕事ファイル⑥

産業まつり事業
　町の主要産業で
ある農業や地域の
商工業を活性化さ
せるため、産業ま
つりを開催してい
ます。特産物の販
売、飲食物の出展
などを行い、毎年多くの人で賑わっています。

◎総費用（※人件費含む）　　353万円
◎入場者数（平成20年度）　約 3,200人

町の仕事ファイル②

町の仕事ファイル③

町の仕事ファイル④

食と農理解促進事業
　地元で採れた
農産物を地元で
消費する「地産
地消」の考えを
普及していくた
め、小中学生を
対象に農作業体験や学校給食への食材納入な
どを行っています。

◎総費用（※人件費含む）　　52万円
◎小・中学校生徒数（平成20年度）　1,305人

図書室管理運営事業
　町民が必要とす
る専門的な本や、
ニーズの高い本を
子どもから大人ま
で気軽に利用でき
るよう、蔵書の貸
し出し・整理、また、
新しい本の購入などを行っています。

◎総費用（※人件費含む）　　258万円
◎年間延べ貸出冊数（平成20年度）　12,145冊

町民体育祭事業
　誰もが、いつ
までもスポーツ
に親しむことの
できる機会を提
供するため、毎
年 10月に町民体
育祭を開催して
います。

◎総費用（※人件費含む）　　549万円
◎参加行政区数（平成20年度）　37行政区

町の仕事ファイル①

リサイクル活動団体支援事業
　環境にやさし
い資源循環型社
会の実現を目指
すため、資源物
（紙や布類）を回
収する行政区や
子ども会などの団体に対して、１kg につき
５円の奨励金を交付しています。

◎総費用（※人件費含む）　　353万円
◎資源物回収量（平成20年度）　638ｔ

※総費用には、職員の業務記録（平成 20年度）をもとに算出した人件費の試算額を含めています。
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外部評価委員を

募集します!!

町の仕事について
　　　一緒に考えてみませんか

　行政評価の透明性や客観性を高めて
いくとともに、町民の視点を行政施策
に反映させていくため、次のとおり外
部評価委員を募集します。

　外部評価委員会では、町が行った内部評価の中から、
いくつかの事務や事業を取り上げて、再度、検証・評
価することになり、その委員は、外部の専門家などの
有識者と町民公募委員などで構成します。あなたも、
町が行っている施策について一緒に考えてみません
か。

○会議予定	 5 回（平成 21年 10月以降を予定）
【募集要領】
・募集人数	 2 名
・応募資格	 町内在住の 20歳以上の人
・募集期限	 平成 21年 9月 25日（金）まで
・応募方法	 任意の様式に「外部評価委員申込」と

明記し、次の必要事項を書いて郵送、
ＦＡＸ、持参またはＥメールのいずれ
かの方法により役場企画財政課まで提
出してください

　　　　　　（必要事項）	
①住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、
　電話番号、職業	
②応募の動機や理由等のレポート	
　（400 ～ 800 字程度）

・選考	 応募者が募集人数を超えた場合は、提
出レポートのほか、委員会内の男女比
率をもとに選考します	
※選考結果は 10月 9日（金）までに
通知します

・問い合わせ	 〒 807-1392　鞍手町大字中山 3705	
鞍手町役場	企画財政課	政策財政班	
TEL	0949-42-2111( 内線 342)	
FAX	0949-42-5693	
E-mail	kikaku@town.kurate.lg.jp

今後の取
り組み

継続して取り組み、その内容は
町民の皆様にお知らせします。

　平成 19 年度から取り組みを開始した行政評価は、平
成 20 年度に試行評価という位置づけで内部で評価作業
を行いました。平成21年度は「町民アンケート調査」、「職
員の人件費を含んだコスト算出」、さらには「外部評価の
導入」など、いろいろ工夫しながら行政サービスの質の
向上に向けて取り組んでいます。
　行政評価に対するご意見やご提言がありましたら役場
企画財政課政策財政班（℡ 42-2111 内線 342）までお
寄せください。

行政評価
フロー図

一
次
評
価

行政内部で評価します
　仕事を直接担当している事務担当者が、課
題や問題点がないのか点検します。
　その後、課題や問題があれば担当班長が改
善策を検討し、最後に担当課長が今後の方針
を明確にします。

二
次
評
価

　町民の方や外部の有識者などで構成する会
議で、町が行った内部評価の一部に対して、
再度、検証・評価します。
　この会議の委員として公募委員を募集しま
す。詳しくは左記をご覧ください。

最
終
評
価

　二次評価（外部評価）の結果を踏まえ、今後
の取組方針を決定します。
　その後、行政評価の実施結果を町の広報紙、
ホームページや役場企画財政課で公表します。

アンケート調査を実施しました

　より多くの人の意見を行政評価に反映させていくた
め、町内にお住まいの 20歳以上の人を対象に行政評
価に関するアンケート調査を平成 21年 8月に実施し
ました。この調査結果は、集計・分析作業を行った後、
広報紙やホームページなどでお知らせいたします。
（調査にご協力いただき、ありがとうございました。）

行政評価に関する
アンケート調査

○調査の概要

▼対象者
　1,000 名（20歳以上）
　※無作為抽出

▼実施方法
　郵送方式

▼実施時期
　平成 21年 8月

行政以外の方に評価して
もらいます

今後の方針を決定します

行政評価の取り組みは、次のよう
な段階を踏んで実施し、最終的に
は町民の皆さんに公表します。
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▶防災メール・まもるくんの詳しい情報はパソコンから
http://www.bousai.pref.fukuoka.jp
▶防災メール・まもるくんへの登録はケータイから
http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp
●問い合わせ　福岡県総務部消防防災課☎（０９２）６５１局１１１１番（県庁代表）まで

防
災

備えあれば憂いなし

▶飲料水　水道が止まった
ときのために備えましょう。
ペットボトル入りのものが持
ち運びにも便利です。

▶救急薬品　ばんそうこうや
消毒液などちょっとしたケガ
のために。常備薬がある場合
は一緒に用意しておきましょう。

▶非常食　調理せずに食べら
れるものを。賞味期限がある
ので定期的な交換も必要で
す。

▶携帯ラジオ　停電時の情報
収集に必要です。ＡＭとＦＭ
の両方を聞けるものが便利。
予備の電池も忘れずに。

▶ヘルメット（防災ずきん）
　落下物や飛来物、転倒事故
から頭を守ります。

▶その他　現金やライター、
身分証明書のコピー、軍手、
衣類があると便利です。避難
時にも役立ちます。

▶懐中電灯　停電時や夜間の
避難時に必要。予備の電池も
忘れずに。

これだけは
そろえておきたい

防災グッズ
水道や電気などのライフラインが止
まったり、避難が必要になったとき
のために、最低限のものは準備して
おきましょう。

もしものときのために、鞍手町で
は公共施設や町立の学校を避難所に
指定しています。自分が住んでいる
地域の避難所を確かめて、非常時に
は速やかに避難できるようにしてお
きましょう。また、避難するときは、
近所で独り暮らしのお年寄りや身体
が不自由な人などにも声をかけ、地
域で助け合うようにしましょう。町
内の避難所は右のとおりです。

災害はいつ起こるかわかりません。大雨や台風などによる自然
災害には、日ごろからの準備が大切です。海、川、山などいつ
もは私たちを快く受け入れてくれる大自然も、大雨や台風のと
きには、一転して私たちの命を脅かす凶暴な一面をのぞかせま
す。最近は気象情報の精度が高まっていることに加え、テレビ、
携帯電話、インターネットなどから簡単に情報を入手すること
ができます。非常時になって慌てないためにも、日ごろから自
然災害への備えを心がけましょう。

防災や気象についての情報を防災メールまもるくんで配信
福岡県では、台風や大雨による災害など県内の防災や気象に関する情報を登録者にメールでお知らせしています。登録

は無料です。

●気象情報の配信　県内の気象に関する注意報や警報、台風情報、地震情報などを受信できます。それぞれの情報に受
信レベルを設定できるようになっており、警報以上で受信することや震度４以上の地震が発生した場合に受信するなど、
細かく設定できます。

●防災・安全情報の配信　県や市町村が把握している情報を受信できます。河川のはん濫や土砂災害の恐れなど、災害
予防に役立つ情報や避難勧告・避難指示の情報も配信されます。

●安否確認メール　県内で震度５弱以上の地震やそれに伴う津波の発生により大規模な災害が発生した場合に、あらか
じめ登録された５人までの人に安否の確認メールを配信できます。

町内にある 14か所の避難所

災害から身を守る

西川地区

❾ 舟川隣保館

� 新延小学校

� 鞍手町総合福祉センター

� 鞍手南中学校

� 西川小学校

� 室木小学校

剣地区

❶ 鞍手北中学校

❷ 剣北小学校

❸ 鞍手町中央公民館

❹ 鞍手町立体育館

❺ 鞍手町立武道館

❻ 剣南小学校

古月地区

❼ 鞍手分校

❽ 古月小学校

◉災害時は、いつも通っている道が
通れなくなっていることもありま
す。もしものときに慌てなくてい
いよう、避難所までの別の道も確
認しておきましょう。
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水
害

川の近くに住んでいる人や釣り、水遊びで川を利用するときは、次のようなことに注意しましょう。

こんなときは要注意を

▶国土交通省・川の防災情報
　全国の雨量・河川の状況が分かります。
　http://i.river.go.jp
▶福岡県の防災情報
　住んでいる地域の雨量・河川の水位情報が分かります
　http://www.mobile-doboku.pref.fukuoka.lg.jp

「知っている」と「知らない」とでは大違い、
携帯サイトで情報収集を!!

国土交通省遠賀川河川事務所
　  ☎  ２２局１８３０番
   遠賀川河川事務所のホームページでリアルタイムな情報を!!

http://www.qsr.mlit.go.jp/onga/

＊＊問い合わせ＊＊

　   水位に応じた

  危険度
  レベル

水防団待機水位

５

４
（危険）

３
（警戒）

２
（注意）

１

レベル

はん濫の発生

はん濫危険水位

避難判断水位

はん濫注意水位

水位

西川
木月道中橋付近

90㎝

2m32㎝

1m92㎝

1m60㎝

堤防の決壊など重大な災
害発生の恐れがある水位
です。

自治体が避難勧告などの
発令を検討する段階です。

水防団が水防活動を行う
ため待機する水位です。

避難行動の準備を行う目
安となる水位です。

堤防 堤防

川には避難の目安となる水位に応じ
た危険度レベルがあります。町から
発表される「避難準備情報、避難勧
告・指示」などや河川情報に注意し
て、危険だと判断したら指示がなく
ても早めの避難を心掛けましょう。

レベル１

　鞍手町を流れる一級河川西川にもこ
の図のように水位に応じた危険度レベ
ルがあります。この情報は、リアルタ
イムで国土交通省のホームページから
確認することができます。

レベル２

レベル３

レベル４

レベル５

チェックすること こんなときは要注意

天気予報

警報や注意報

空の状態

川の状態

警報装置

看板

「大気の状態が不安定」、「雷」、「天気の急変」などの
表現があるとき

雷注意報、大雨や洪水の警報・注意報が出ているとき

周辺や上流で雨が降っているとき

「急に真っ黒な雲が近づいてきた」、「雷鳴が聞こえる」、
「稲光が見えた」とき

「水かさが増えてきた」、「にごってきた」、「流木や落
ち葉が流れてきた」とき

「危険区域には立ち入らない」などの表現があるとき

サイレンの音が聞こえる

レーダーなどの観測情報
（携帯電話などで入手可能）



　町の中心部を流れる六田川の清掃活動やコイの放流などを
行っている「六田川をきれいで水害のない川にする会」は、
今回の助成事業で清掃機具・視聴覚機器・水質検査機器など
を購入しました。ふるさとの
川を大切にする活動に役立
てています。

まちの話題 My Town Topics

　毎年８月14日は、約360年の伝統と誇りを守る町の無形文化財、永谷
万年願盆綱が行われます。午後８時30分、子ども綱の始まりです。子ど
も綱の勝敗は、上組の勝利でした。そして午後10時 50分、歴史と伝統
が託された綱を手に「うぁー」という掛け声とともに真教寺の坂道を駆け
下りてくる引き手たち。勢いよく引き出された綱は、上組、下組に分かれ
た大勢の人たちによって引かれます。中間点では、両者必死の形相でにら
み合います。今年は
上組が勝利を引き寄
せました。永谷の橋
本区長は、「先代か
ら引き継いだ伝統の
綱を次代に繋げてい
くのが私たちの役割
だと思っている」と
熱く話してくれまし
た。これからも伝統
と文化の継承を担っ
てください。

同和問題啓発強調月間
▶生きる力になるもの

　7月24日、「私たちの生きる力になるもの」
と題して、内田産婦人科医院の助産師、内田
美智子さんを講師にむかえ、講演が行われま
した。これは、人権・同和問題に関する正し
い理解と認識を深めるための講演会です。内
田さんの心にしみるお話は参加者の心に深く
刻み込まれたことでしょう。

今年は上組が勝利
▶これからも綱は、次代へ繋いでいく

お待ちしています
お誕生日の記念に、か
わいいお子さんの写
真を広報「すくすく日記」
のコーナーで紹介し
ませんか。毎月、発行
月に誕生日を迎える
満３歳までのちびっ
子を募集しています。
10月生まれは、９月
10日（木）までに電
話で役場総務課☎４２
局２１１１番へお申し
込みください。

▼

久
く ぼ た

保田悠
ゆ う せ い

正くん
平成18年９月30日生まれ
悠正くん、お誕生日おめでと
う!! 早いもので、もう３歳で
すねぇ。すっかりおしゃべりも
上手になり、家族みんなで楽し
ませてもらっています。これか
らもお姉ちゃんたちと仲良く、
強くて、優しい男の子に成長
してください。（父　和正さん、
母　祐子さん・中山）

松
ま つ く ま

隈大
だ い と

翔くん
平成20年９月24日生まれ
大翔、１歳のお誕生日おめでとう。
ちょっと太り気味だけど日に日に
成長していくのがわかるから楽し
いよ。これからもパパとママをよろ
しくネ。（父　誠治さん、母　富美
さん・中山）

岩
い わ な が

永到
と う ご

悟くん
平成20年９月24日生まれ
とうくん、１歳のお誕生日おめ
でう!! 到悟はいつもニコニコ
愛嬌たっぷり、我が家の癒し系
です。お兄ちゃんと仲良く元気
いっぱい大きくな～れ。（父　和
貴さん、母　宏美さん・室木）

森
も り な が

永修
し ゅ う

羽くん
平成19年９月23日生まれ
修羽くん、２歳のお誕生日おめ
でとう。最近はとてもおしゃべ
りが上手になって、楽しかった
ことやうれしかったことを一生
懸命お話してくれるね。パパも
ママもあなたの元気いっぱいの
笑顔にたくさんの幸せをもらっ
ているよ。ありがとうね。これ
からもたくさん遊ぼうね!!（父
健一さん、母　三枝さん・木月）

鞍手町の２つのコミュニティ団体が（財）自治総合センターが実施する平成
21年度の宝くじ助成を受けて備品を購入しました。コミュニティ助成事業

　太鼓の演奏を通じて、地域に根ざした活動を行っている「南
陵太鼓」は、今回の助成事業で太鼓を５台購入しました。こ
の太鼓は、「南陵太鼓こ
ども教室」などで使わ
れています。新しい太
鼓に子どもたちの練習
にも熱が入っているよ
うです。

▶六田川をきれいで水害のない川にする会 ▶南陵太鼓

※宝くじ助成事業は、町を通して（財）自治総合センターに申請する必要があります。助成を希望する団体（自治会・住民
　団体など）は、役場企画財政課政策財政班までお問い合わせください。
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８月９日、町立体育館で第47回鞍手町子ども会体育大会が行われました。今年は25チーム289人が参加。リーグ１とリー
グ２に分かれ、熱戦が繰り広げられました。各チーム夏休みに練習を行い、大会当日は、元気一杯日ごろの練習の成果を発
揮していました。結果は次のとおりでした。
【リーグ 1】
優　勝　いむた混合チーム
準優勝　古門オーシャンズ
第３位　立林ファイターズ、新延ジャイアンツ
【リーグ 2】
優　勝　弥生スマイルキッズ
準優勝　新延本村マリンスターズ
第３位　八尋パワフルキッズ、万年願

白熱の試合に
▶289人のドッジボールにかけた夏休み

　鞍手北中学校２年生の栗田明
め い

依さんが７月11日に行わ

れた第55回全日本中学校通信陸上競技大会県大会に出場。

100ｍで全国大会の標準記録12秒 60を上回る 12秒 54

を出し、全国大会の出場権を獲得しました。栗田さんは、

８月５日、町長を表敬訪問し、「まずは予選を突破し準決勝

に進めるよう頑張りたい」と話してくれました。全国大会

は８月21日から24日にかけて大分市で開催されます。新

記録を目ざして、ベストを尽くしてください。

全国大会で、めざせ新記録
▶颯

さっそう

爽と駆け抜けろ

９月生まれ
Happy  birthday  to  you.

すくすく
日記

高
た か は し

橋一
い ち ご

護くん
平成19年９月16日生まれ
一護、２歳のお誕生日おめでと
う。1年前はよちよち歩きで心
配していたのが、あっという間
に走ったり、ジャンプしたりパ
パもママも目が離せないぐらい
のワンパクぶりで、でもその元
気な一護がみんな大好きです。
（父　大介さん、母　球代さん・
弥生）

宇
う つ の み や

都宮綾
あ や の

乃ちゃん
平成19年９月６日生まれ
２歳のお誕生日おめでとう。い
つも元気いっぱいの綾乃ちゃ
んの笑顔を見ると幸せな気持ち
になります。生まれてきてくれ
てありがとう。これからも明る
く元気な優しい女の子に育って
ね。（父　隆明さん、母　紗智子
さん・弥生）

合
ご う は ら

原琉
る い

要くん
平成18年９月５日生まれ
３歳のお誕生日おめでとう☆お
笑いが大好きで、よく家族以外
の人の前でもマネをしてみんな
を笑わせてくれるね!! これか
らも、その明るい性格のままで
まわりのみんなを笑わせてね。
（父　武史さん、母　明日香さ
ん・新延）

市
い ち の せ

之瀬一
か ず き

輝くん
平成20年９月２日生まれ
一
かず

くん、１歳のお誕生日おめで
とう。１日１日めまぐるしく成
長する姿に毎日驚かされます。
いつもニコニコ一輝の笑顔を見
られることがパパとママの大き
な幸せです。これからも大好き
なお姉ちゃんと元気いっぱい遊
んでね!!（父　順一さん、母　
ともみさん・八尋）

　７月12日、26日、８月１日、２日に第54回鞍手郡民
体育大会が行われました。鞍手町、小竹町それぞれの代表
選手が、さまざまな競技で熱戦を繰り広げました。鞍手町
のチームと選手の結果は次のとおりです。（丸数字は順位。
敬称略）
●ソフトボール　①鞍手町
●弓道　▷男子＝①堀　康治②森　隆司▷女子＝①石橋孝
子②永江ミサ子

●陸上男子　▷男子1,500m（39歳以下）＝①松岡孝幸②
松岡　明▷ 1,500m（40歳以上）＝①沖村哲也▷男子
3,000m（39歳以下）＝①松岡孝幸▷3,000m（40歳以上）
＝②石橋健次

●卓球（個人）　▷壮年男子２位グループ＝①山本通昭②舟
越克己▷壮年男子３・４位グループ＝②古里　満▷壮年
女子２位グループ＝②原田 子▷壮年女子
３・４位グループ＝①千崎博子②舟越和子

●少年野球　②鞍手町
●バドミントン　▷団体＝②鞍手町Aチーム
　▷男子シングル＝①皆田芳郎
　▷壮年男子シングル＝②平木信行

みんな頑張りました
▶第 54回鞍手郡民体育大会結果
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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号も忘
れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

短歌 宮川眞知子さん
（弥生）

献血センターで献血成
分の基準値が低く断られ
ました。子ども共々手術
などで輸血していただい
た経験があるだけに、献
血に並ぶ人の列を見ると
お役に立てず心苦しいば
かりです。その気持ちを
短歌にしてみました。

ちぎり絵 相葉マチ子さん
（古門）

野辺で涼しげに咲くききょうを作っ
てみました。花びらやつぼみの陰影を
出すのに少し手間取りました。

肩
す
ぼ
め　

献
血
者
の
列　

す
り
抜
け
る

　
　
　

貧
血
重
く　

役
立
た
ぬ
身
は

2009.９−10

吉岡　操さん
（新延）木彫

瞳
を
と
じ
て
心
で
聴
く

朗
読
会
へ
ど
う
ぞ

●
朗
読
サ
ー
ク
ル
「
こ
だ
ま
の
会
」

朗
読
サ
ー
ク
ル
「
こ
だ
ま
の
会
」

で
は
、
第
10
回
朗
読
発
表
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
今
年
も
た
く

さ
ん
の
作
品
を
朗
読
し
ま
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
て
ど
う
ぞ
。

●
と
き　

９
月
12
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
朗
読
す
る
作
品　

今
昔
物
語
「
春

の
わ
か
れ
」、
太
宰
治
「
桜
桃
」
な

ど
●
参
加
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

矢
野
百
合
子
☎

４
２
局
６
７
４
９
番
ま
で

鞍
手
美
術
展
は

自
信
作
・
力
作
を

待
っ
て
い
ま
す

●
鞍
手
美
術
協
会

第
51
回
鞍
手

美
術
展
が
次
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま

す
。
鞍
手
美
術
協

会
で
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

開
催
要
項
や
、
出

品
票
は
９
月
１
日

（
火
）
か
ら
中
央
公
民
館
に
用
意
し
て
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
開
催
期
間　
10
月
16
日
（
金
）
か
ら
18

日（
日
）ま
で

●
開
催
場
所　

町
立
体
育
館

●
募
集
作
品　

▽
一
般
の
部
（
高
校
生

を
含
む
）
＝
絵
画
、
書
道
、
写
真
、

服
飾
工
芸
、
彫
刻
工
芸
、
陶
芸
、
生

花
▽
小
中
学
生
の
作
品
＝
な
ん
で
も

出
品
で
き
ま
す

●
応
募
の
決
ま
り　

▽
絵
画
＝
洋
画
は

必
ず
額
縁
に
入
れ
る
▽
書
道
＝
本
表

装
ま
た
は
仮
巻
（
裏
打
ち
）
を
す
る

▽
写
真
＝
四
つ
切
り
大
以
上
を
台
紙

に
貼
る
か
額
縁
に
入
れ
る

●
出
品
料　

一
部
門
に
つ
き
千
円

●
申
し
込
み　
９
月
１
日（
火
）
か
ら
９

月
25
日（
金
）ま
で
に
中
央
公
民
館
へ

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
美
術
協
会
事
務

局
（
中
央
公
民
館
）
ま
で

楽
し
い
こ
と
た
く
さ
ん

子
ど
も
フ
ェ
ス
タ

●
鞍
手
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

今
年
も
子
ど
も
の
実
行
委
員
が

ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

ご
家
族
揃
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

９
月
６
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
か
ら
午
後
２
時
30
分

ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
内
容　

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
、
体
力

測
定
＆
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、

カ
レ
ー
・
焼
き
そ
ば
・
か
き
氷
・

駄
菓
子
販
売
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社
会
教

育
班
ま
で

鞍
手
高
校
吹
奏
楽
部
で
は
、
第
36
回

定
期
演
奏
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
会
場
全
体
が
一
体
と
な
る
よ
う
な

心
に
響
く
音
色
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

９
月
22
日
（
国
民
の
祝
日
）

午
後
６
時
開
演
（
５
時
30
分
開
場
）

●
と
こ
ろ　

ユ
メ
ニ
テ
ィ
の
お
が
た
大

ホ
ー
ル

●
入
場
料　

前
売
り
・
当
日
と
も
に
一

こ
こ
ろ
に
響
く

美
し
い
音
色

福
岡
県
立
鞍
手
高
等
学
校

第
36
回
定
期
演
奏
会

●
鞍
手
高
校
吹
奏
楽
部

般
八
百
円
、
学
生
六
百
円

●
内
容　

３
部
構
成
の
ス
テ
ー

ジ

　

▽
１
部=

シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク

ス
テ
ー
ジ

　

▽
２
部=

ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー

ジ

　

▽
３
部=

マ
ー
チ
ン
グ
ス

テ
ー
ジ

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
立

鞍
手
高
等
学
校
☎
２
２
局

０
３
６
９
番
ま
で

刻字を基本とする勉強であったが、時折
いたずら心で彫ってみました。画題は、北
川民次画伯の「果物を売る女」を選びました。



すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の100字以内の感想もお願いしま
す。役場総務課☎４２局２１１１
番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

陶芸リフォーム
ポイントは襟元。襟付きだったデザイ
ンを丸襟にしてすっきりさせました。こ
の洋服を着て、紅葉
狩りにでも出かけた
いですね。

この作品は、自然灰、炭、ワラを使
い、サヤ鉢に入れて焼成しました。緋色、
灰色、焼焦げがよくだ出たと思ってい
ます。

11−2009.９

高鍋清美さん
（大池）

長尾暢哉さん
（木月）

Relay Essay

「
か
ず
く
ん
、
か
ず
く
ん
、
か
ず
く
ん
の
お
な
か

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
」。

小
２
に
な
る
長
男
が
赤
ち
ゃ
ん
の
頃
か
ら
の
我

が
家
の
日
課
で
す
。
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
は
日

本
で
も
江
戸
時
代
、
小
児
あ
ん
摩
と
し
て
行
わ
れ

て
い
た
母
子
間
の
身
体
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

ピ
ア
ノ
講
師
と
し
て
稼
働
し
14
年
、
三
兄
弟
の
母

と
な
り
、「
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
方
と
音
楽
を
共
有

し
た
い
、
子
育
て
中
の
親
子
が
集
う
場
所
作
り
が

し
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
あ
る
方
と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け

で
昨
年
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
、

赤
ち
ゃ
ん
サ
イ
ン
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
現

在
音
楽
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
融
合
し
た
０
歳
児
教

室
、
１
歳
児
か
ら
の
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
を
自
宅
で

開
催
、
県
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
活
動
に
も
出
掛
け

て
い
ま
す
。
こ
の
事
を
き
っ
か
け
に
、
多
く
の
方

と
の
出
会
い
が
増
え
ま
し
た
。
子
ど
も
さ
ん
の
成

長
を
一
緒
に
喜
び
、
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
笑
顔
に

出
会
え
る
事
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。

私
自
身
、
子
育
て
中
に
苦
し
い
時
期
が
あ
り
ま

し
た
。
些
細
な
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
何
も
か
も

が
全
て
ど
う
で
も
よ
く
、
何
も
手
に
つ
か
ず
、
涙

が
ぽ
ろ
ぽ
ろ
と
流
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
苦
し

い
と
き
、
私
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
、
私
の
手
を

握
り
「
そ
れ
は
苦
し
か
っ
た
ね
」
と
話
を
聞
い
て

く
れ
た
一
人
の
女
性
で
し
た
。
子
育
て
な
ん
て
み

ん
な
し
て
い
る
こ
と
で
当
た
り
前
な
こ
と
と
周
り

か
ら
見
れ
ば
そ
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
子
育
て

真
っ
最
中
の
マ
マ
に
と
っ
て
子
育
て
は
楽
し
い
半

面
孤
独
で
す
。
そ
ん
な
苦
し
み
多
い
子
育
て
を
少

し
で
も
楽
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
お
手
伝
い
が
で
き

た
ら
い
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
以
前
よ

り
「
な
ん
で
鞍
手
に
は
子
育
て
サ
ー
ク
ル
が
な
い

の
？
」と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、社
会
福

祉
協
議
会
の
方
と
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
ま
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
６
人
の
メ
ン
バ
ー
が
核
と

な
り
今
年
４
月
に
鞍
手
町
に
も
子
育
て
サ
ー
ク
ル

が
誕
生
し
ま
し
た
。
名
前
は
「
く
ら
ん
べ
り
ぃ
」。

鞍
手
町
の
「
く
ら
」
と
特
産
物
で
あ
る
「
ぶ
ど
う
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

子
育
て
中
の
マ
マ
と
子
ど
も
が
集
う
居
場
所
作

り
を
目
的
と
し
て
い
て
、
６
月
に
は
21
組
の
親
子

が
集
ま
り
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。こ
の
先
も
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

パ
ン
教
室
、
ケ
ー
キ
教
室
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

リ
ト
ミ
ッ
ク
等
々
、
私
た
ち
マ
マ
の
立
場
か
ら
や

り
た
い
事
を
企
画
し
て
行
う
予
定
で
す
。
参
加
は

町
内
に
限
り
ま
せ
ん
し
、老
若
男
女
問
い
ま
せ
ん
。

多
く
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
10
月
17
日
、
18
日
に
篠
栗
で
開
催
さ
れ
ま

す
県
の
事
業
「
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
in
ふ
く
お

か
」
の
実
行
委
員
と
し
て
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い

中
、
月
１
の
会
議
に
出
席
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は

個
人
的
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
も
普
段
で

き
な
い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
し
、
親
の
方
も
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
貴
重
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
ま

だ
企
画
真
っ
最
中
で
す
が
楽
し
い
会
に
な
り
そ
う

で
す
。

我
が
子
を
育
て
る
に
は
地
域
の
力
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
。
こ
の
町
で
育
っ
た
恩
返
し
に
、
我
が

子
だ
け
で
な
く
地
域
の
子
ど
も
を
み
ん
な
で
子
育

て
し
て
い
け
た
ら
な
あ
と
思
い
ま
す
。
夢
は
無
限

大
で
す
。次

回
は
、
志
村
奈
美
さ
ん
（
八
尋
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
永
知
賀
代
さ
ん
（
新
延
・
34
歳
）
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リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

９
月
26
日
は
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス

宮
西
達
也
が
や
っ
て
く
る

●
鞍
手
町
文
庫
連
絡
会

鞍
手
町
文
庫
連
絡
会
で
は
、
次
の
と
お
り
「
絵
本
講
座
」
を
行

い
ま
す
。
講
師
は
、
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
で
お
な
じ
み
の
宮
西
達

也
さ
ん
。
参
加
は
無
料
で
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

９
月
26
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ　

鞍
手
町
中
央
公
民
館

●
内
容　

テ
ィ
ラ
ノ
く
ん
の
え
ほ
ん
の
は
な
し

●
講
師　

宮
西
達
也
さ
ん
（
絵
本
作
家
）

●
託
児　

９
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社
会
教
育
班
ま
で

人
と
自
然
に
触
れ
合
う
楽
し
い
企
画

六
ヶ
岳
に
登
り
ま
せ
ん
か

●
鞍
手
町
商
工
会
青
年
部

鞍
手
町
商
工
会
青
年
部
、
直
方
青
年
会
議
所
、
宮
若
市
商
工
会

議
所
青
年
部
の
主
催
で
次
の
と
お
り
六
ヶ
岳
統
一
登
山
を
行
い
ま

す
。
直
方
市
、
宮
若
市
、
鞍
手
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
登
山
口
か
ら
登

山
し
、
山
頂
で
は
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
楽
し
い
企
画
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

９
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
（
集
合
９
時
30
分
）

※
雨
天
の
場
合
は
10
月
12
日
（
祝
）
に
順
延

●
と
こ
ろ　

長
谷
登
山
口

●
参
加
費　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
商
工
会
☎
４
２
局
０
３
５
７
番
ま
で



国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせです。BookINFOR

MATION

／９月の休館日は、２日（水）です
／開館時間は午前９時から午後５時までです／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

　

むかし、むかし。気のいいばばさまと
あにさんのところに、働き者のいいお
嫁どんがやってきました。ところが嫁
どんはとんでもないおならをするもの
だから、さあ大変。

へっこきよめどん
作＝富安陽子

平成５年、京都で残虐な事件が発生し
た。被害者はあおぞら合唱団員、容疑
者は合唱団員の指揮者。容疑者は一貫
して容疑を否認するも死刑が確定。だ
が、事件から15年後被害者の手記が
公開された直後に事態が急展開する。
被害者遺族と加害者家族の視点をちり
ばめ死刑制度と冤罪という問題に踏み
込んだ衝撃の社会派ミステリー。

雪
せ つ え ん

冤
作＝大門剛明

中でもこの本がオススメです。

●一般の本

／太陽を曳く馬　上・下（作＝高村　薫）／廃墟に乞う（作
＝佐々木　譲）／同期　（作＝今野　敏）／薄暮（作＝篠
田節子）／天国の郵便ポスト（作＝折原みと）／楊令伝10（作
＝北方謙三）／龍神の雨（作＝道尾秀介）／罪深き海辺（作
＝大沢在昌）

今月新しく入りました。
●子どもの本

／だるまさんが／もくもくやかん／はっきよい畑場所（作＝
かがくいひろし）／チャレンジミッケ１おもちゃ箱／チャレ
ンジミッケ２ゆめのまち／チャレンジミッケ３コレクショ
ン（作＝ジーン・マルゾーロ）／おやすみ、ぼく（作＝アン
ドリュー・ダッド）

月のうさぎ
作＝瀬戸内寂聴

森
に
仲
良
く
暮

ら
す
う
さ
ぎ

と
狐
と
猿
は
、

す
べ
て
を
失
く
し
空
腹

で
倒
れ
て
い
る
お
じ
い

さ
ん
を
助
け
よ
う
と
一

生
懸
命
に
食
べ
物
を
探

す
の
で
す
が
、
う
さ
ぎ

は
見
つ
け
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
う

さ
ぎ
は
一
大
決
心
を
し

ま
す
。
一
方
、
お
じ
い

さ
ん
の
正
体
は
？
物
語

は
イ
ン
ド
の
ジ
ャ
ー
タ

カ
か
ら
選
ば
れ
た
紀
元

前
三
世
紀
ご
ろ
か
ら
伝

わ
る
民
間
説
話
で
す
。

犠
牲
奉
仕
・
忘
己
利
他

の
精
神
を
説
い
た
も
の

で
す
。
幼
い
頃
の
う
さ

ぎ
の
お
話
を
聞
き
ま
し

た
ね
。
子
ど
も
た
ち
に

も
ど
う
ぞ
悠
久
の
空
を

仰
ぎ
宇
宙
へ
の
夢
を
願

い
ま
す
。

竜のはなし
作＝宮沢賢治

竜
は
力
が
非
常

に
強
く
、
形

も
た
い
そ
う

恐
ろ
し
く
そ
れ
に
激
し

い
毒
を
持
っ
て
い
ま
し

た
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
生

き
物
が
竜
の
毒
気
に
あ

た
っ
て
死
ん
で
し
ま
う

ほ
ど
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
竜
は
い
ろ
ん
な
生

き
物
に
出
会
う
う
ち
に

と
う
と
う
死
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
後
に
竜
は
天

上
に
生
ま
れ
、
誠
の
道

を
示
し
ま
し
た
。
賢
治

の
思
想
を
端
的
に
表
し

た
作
品
で
す
。
花
岡
大

学
も
賢
治
の
「
優
し
い

心
」「
捨
て
身
の
心
」
を

描
い
た
本
と
絶
賛
し
て

い
ま
す
。原
作
は「
手
紙
」

で
す
。

の

本
だ
な
。

春
の
桜
、
夏
の
海
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
雪
…
。

美
し
い
四
季
が
体
感
で
き
る
の
は
日
本
人
の
特
権
。

そ
ん
な
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

読
み
た
く
な
る
「
旬
」
の
本
が
あ
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
旬
の
本
だ
な
」。

９
月
は
「
捨
て
身
の
愛
」
を
テ
ー
マ
に

２
冊
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

紹
介
者
は
池
野
菊
代
さ
ん
（
鞍
手
町
文
庫
連
絡
会
）
で
す
。

2009.９−12



Health
？

血
糖
値
と
は
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
濃
度
を
測
定
し
た
も
の
で
、
食
事
の
影
響
を
受
け
や

す
く
、
食
後
に
上
昇
し
空
腹
時
や
運
動
時
に
低
下
し
ま
す
。
血
糖
値
や
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
が
高

い
と
い
う
こ
と
は
、
糖
尿
病
や
そ
の
予
備
軍
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

高
松
一
彦
さ
ん
・
た
か
ま
つ
か
ず
ひ
こ
・
鞍
手
町
立
病
院
給
食
室
長
（
管
理
栄
養
士
）。
昭
和
52
年
３
月
神
戸
学
院
大
学
栄
養
学
部
を
卒
業
後
、
健
和
総
合
病
院
栄

養
科
を
経
て
、
昭
和
56
年
３
月
か
ら
町
立
病
院
に
勤
務
。
54
歳
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

高松管理栄養士の

調子は
いかが？
町立病院☎42局1231番

町立病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。

体
が
だ
る
い
た
め
病
院
で
受
診
す
る
と
血
糖
値
が
高
く
、
特
に
Ｈへ

も
ぐ
ろ
び
ん
え
ー
わ
ん
し
ー

ｂ
Ａ
１
ｃ
が
高
い
と

言
わ
れ
ま
し
た
が
良
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？（
42
歳
・

男
性
）

う
、
血
液
中
の
糖
を
細
胞
内
に
取

り
込
み
筋
肉
や
肝
臓
に
蓄
え
る
働

き
を
し
ま
す
。
そ
の
た
め
血
糖
値

は
低
下
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

必
要
以
上
に
摂
取
し
た
場
合
、
イ

ン
ス
リ
ン
は
糖
を
脂
肪
に
変
換
し

て
溜
め
込
む
た
め
肥
満
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
量
が

少
な
か
っ
た
り
働
き
が
悪
か
っ
た

り
す
る
と
、
慢
性
的
な
高
血
糖
の

状
態
が
続
き
ま
す
。
こ
の
状
態
を

糖
尿
病
と
い
い
ま
す
。

【
生
活
習
慣
の
見
直
し
】

　

血
糖
そ
の
も
の
は
生
き
て
い
く

た
め
に
必
要
不
可
欠
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
で
す
。
し
か
し
高
血
糖
状

態
が
続
く
と
、
血
管
の
老
化
が
進

み
、
眼
、
腎
臓
、
神
経
な
ど
に
影

響
を
あ
た
え
、
日
常
生
活
に
多
大

な
支
障
を
き
た
す
こ
と
と
な
り
、

最
終
的
に
は
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞

な
ど
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
に
血
糖
値
が
高
い
と
い
わ
れ

た
場
合
は
、
生
活
習
慣
を
見
直
す

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

自
身
の
日
常
生
活
を
振
り
返
る

と
、
食
事
時
間
が
不
規
則
だ
っ
た

り
、
食
事
内
容
が
偏
っ
て
い
た
り
、

ほ
と
ん
ど
運
動
を
し

て
い
な
か
っ
た
り
、

ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ

て
い
た
り
し
て
い
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

食
事
は
決
ま
っ
た
時
間
に
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂
る
。
ご
飯

や
麺
類
の
炭
水
化
物

や
肉
類
や
揚
げ
物
な

ど
の
油
脂
類
に
偏
る

と
、
イ
ン
ス
リ
ン
を

無
駄
遣
い
し
た
り
抵

抗
性
が
出
来
て
イ
ン
ス
リ
ン
は
分

泌
さ
れ
て
い
る
の
に
血
糖
値
が
下

が
ら
な
い
と
い
っ
た
症
状
が
現
れ

た
り
し
ま
す
。

　

運
動
す
る
こ
と
は
、
蓄
え
て
い

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
血
液
中
の
糖
や
脂

肪
か
ら
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
血
糖
値
の

低
下
や
脂
肪
の
減
少
と
い
う
好
循

環
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
と
、
イ
ン
ス

リ
ン
な
ど
の
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
に

影
響
を
与
え
る
た
め
、
運
動
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
も
ス
ト
レ
ス
が
発

散
さ
れ
る
の
で
適
度
な
運
動
も
大

変
重
要
で
す
。

ADVICE

【
血
糖
値
と
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
】

　

血
糖
値
と
は
、
血
液
中
の
ブ
ド

ウ
糖
濃
度
を
測
定
し
た
も
の
で
、

食
事
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
食

後
に
上
昇
し
空
腹
時
や
運
動
時
に

低
下
し
ま
す
。

　

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
・

エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）
と
は
、
現
時
点

よ
り
１
～
２
ヶ
月
間
の
血
糖
値
の

平
均
を
反
映
し
て
い
る
た
め
、
当

日
の
結
果
か
ら
は
知
る
こ
と
の
出

来
な
い
常
日
頃
か
ら
の
血
糖
値
の

状
況
、
つ
ま
り
摂
生
状
況
を
知
る

こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

　

血
糖
値
や
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
が
高
い

と
い
う
こ
と
は
、
糖
尿
病
や
そ
の

予
備
軍
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

【
血
糖
値
と
イ
ン
ス
リ
ン
の
関
係
】

　

食
物
が
摂
取
さ
れ
て
血
糖
値
が

上
昇
す
る
と
直
ぐ
に
す
い
臓
か
ら

イ
ン
ス
リ
ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。

　

イ
ン
ス
リ
ン
は
糖
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

　

町
立
病
院
で
は
、
９
月
に
糖
尿
病
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
医
師
に
よ
る
講
話

を
始
め
、
日
常
生
活
の
注
意
点
、
食
事

療
法
の
た
め
の
試
食
会
、
血
糖
測
定
及

び
血
管
年
齢
測
定
な
ど
を
看
護
師
や
管

理
栄
養
士
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
分
か
り

や
す
く
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
ご
自
分

の
健
康
度
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
意
味
で
も

た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
19
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
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今
月
の
納
税
（
９
月
）

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
４

期
分

納
期
限
は
９
月
25
日（
金
）

で
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促

状
を
送
付
し
ま
す
。
督
促
手

数
料
は
一
通
に
つ
き
百
円
で

す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

税
金
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
は
、

口
座
振
替
に
す
る
と
金
融
機

関
へ
行
く
手
間
が
い
ら
ず
、

納
め
忘
れ
も
な
く
て
安
心
で

す
。
毎
月
15
日
ま
で
に
手
続

き
を
す
れ
ば
翌
月
か
ら
口
座

振
替
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
町
内
の
金
融
機
関
や
役

場
税
務
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、
福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、
福
岡
銀
行
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
、
り
そ
な
銀

行
、
郵
便
局

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

９
月
10
日（
木
）
▽

受
付（
順
番
の
抽
選
）＝
午

後
０
時
45
分
か
ら
▽
相
談

＝
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま

で
●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
婦

人
相
談
員
兼
母
子
自
立
支
援

員
、
行
政
相
談
委
員
の
皆
さ

ん
が
、
あ
な
た
の
悩
み
に
お

こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き　

９
月
25
日（
金
）▽

受
付
＝
午
後
０
時
45
分
か

ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時
か

ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み
は

特
設
人
権
相
談
所
ま
で

人
権
擁
護
委
員
や
直
方
法

務
局
職
員
が
、
人
権
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
と
き　

10
月
１
日（
木
）午

前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
相
談
内
容　

い
じ
め
、
同

和
問
題
、
法
律
問
題
、
家

庭
内
の
も
め
ご
と
、
近
隣

と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
児
童
人
権
班
ま
で

全
国
一
斉

司
法
書
士
法
律
相
談

相
続
登
記
や
会
社
設
立
な

ど
の
登
記
相
談
、
悪
質
商
法

な
ど
の
消
費
者
問
題
、
借
金

な
ど
の
多
重
債
務
、
訴
訟
、

成
年
後
見
な
ど
の
問
題
に
司

法
書
士
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

10
月
３
日
（
土
）

税
金

相
談

Calendar
2009 ９

くらしの情報

●鞍手町役場…42局2111番
　　　（FAX…42局 5693 番）

●中央公民館…42局7200番
●長谷別館…42局4659番
●教育課…42局7200番

●歴史民俗資料館…42局3200番
●くらじの郷…42局8811番

●社会福祉協議会…42局7800番
●中央浄水場…42局0417番
●町立病院…42局1231番
●鞍寿の里…42局1233番
●鞍手駅…42局0980番

●火災の発生状況…32局3211番

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

31

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

町税滞納者への
徴収強化を
図っています

現在、鞍手町では、催告書などを
送付しても、これに応じない資力を
有する納税者に対して財産調査（給
与、預金、不動産など）を行い滞納
処分（差押え）を行っています。
さらに、平成 21年度からは県税

務課職員の派遣を受け、個人住民税
をはじめとする町税の滞納整理の促
進と町職員の徴収技術の向上を図っ
ています。
税金は、町の財政にとって大切な

財源です。この財源は、町の運営や
皆さんの福祉・教育などに使われて
います。税金は納期どおりに納めま
しょう。
また、毎週木曜日は窓口業務を午

後７時まで延長していますので、納
付・納税相談などにご利用ください。
●問い合わせ　役場税務住民課税務
班まで

県と連携して滞納整理
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くらしの情報

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

直
方
商
工
会
議
所

（
直
方
市
殿
町
７
番
５
０

号
）

●
予
約
受
付
期
間　

９
月
14
日

（
月
）
か
ら
10
月
１
日
（
木
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午

前
10
時
か
ら
午
後
４
時
）

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

筑
豊

京
築
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
０
９
４
７
）
４
４
局

２
５
３
０
番
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

９
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
福
祉
人
権
課
で
の
相
談

▽
と
き
＝
９
月
２
日（
水
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
九
州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
　

▽
と
き
＝
９
月
10
日
（
木
）

午
後
３
時
30
分
か
ら
４
時

30
分
ま
で（
九
州
リ
オ
ン
）

　

▽
と
き
＝
９
月
17
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
あ
さ
ひ
補
聴
器
）　

　

▽
と
き
＝
９
月
24
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
小
倉
補
聴
器
）　

※
役
場
福
祉
人
権
課
の
相
談

で
は
、
受
付
順
の
番
号
札

を
配
布
し
ま
す

●
町
立
病
院
で
の
相
談　

　

▽
と
き
＝
９
月
５
日（
土
）

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
　

　

▽
と
き
＝
９
月
29
日（
火
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

た
は
町
立
病
院
ま
で

９
月
11
日
は

警
察
相
談
の
日
で
す

９
月
11
日
は
、
警
察
相
談

の
日
で
す
。
困
り
ご
と
、
悩

み
事
の
相
談
や
警
察
に
対
す

る
要
望
・
意
見
な
ど
に
つ
い

て
電
話
相
談
（
随
時
）
と
出

張
相
談
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

●
と
き　

９
月
11
日（
金
）

●
電
話
相
談　

①
警
察
本
部

警
察
安
全
相
談
コ
ー
ナ
ー

＝
（
０
９
２
）
６
４
１

局
９
１
１
０
番
ま
で
②

警
察
相
談
専
用
電
話
＝

＃
９
１
１
０
③
直
方
警
察

署
２
２
局
０
１
１
０
番
ま

で
●
出
張
相
談　

▽
と
き
＝
９

月
11
日（
金
）午
後
２
時
か

ら
４
時
ま
で（
鞍
手
町
中
央

公
民
館
）　

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
警
察

署
☎
２
２
局
０
１
１
０
番

ま
で

無
料
相
談
会
の
開
設

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士

会
に
よ
る
「
法
の
日
」
に
お

け
る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

●
と
き　

10
月
３
日（
土
）午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
相
談
内
容　

境
界
問
題
、
土

地
の
分
筆
・
合
筆
、
地
積
更

正
、
滅
失
等
の
調
査
・
測
量

及
び
登
記
手
続
き
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
土

地
家
屋
調
査
士
会
直
方
支

部
☎
３
３
局
２
０
３
７
番

ま
で

第
39
回
青
年
の
つ
ど
い

参
加
者
募
集

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会

で
は
、
次
の
と
お
り
第
39
回

青
年
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま

す
。
選
挙
の
意
義
や
ル
ー
ル

に
つ
い
て
学
習
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

10
月
31
日
（
土
）
か

ら
11
月
１
日
（
日
）
の
１
泊

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
社
会

教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
（
糟

屋
郡
篠
栗
町
）

●
対
象　

20
歳
か
ら
30
歳
ぐ

ら
い
の
人

●
参
加
費
用　

無
料

●
申
し
込
み　

10
月
14
日
（
水
）

ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
選

挙
管
理
委
員
会
☎（
０
９
２
）

６
４
３
局
３
０
７
７
番
ま
で

障
害
者
サ
ロ
ン
の

参
加
者
募
集

障
害
者
の
余
暇
活
動
を
考

え
る
つ
ぐ
み
の
会
で
は
、
偶

数
月
の
第
１
日
曜
日
に
サ
ロ

ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
一

緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

10
月
４
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷（
ふ

れ
あ
い
棟
）

●
活
動
内
容　

ふ
う
せ
ん
バ

レ
ー
等
の
ボ
ー
ル
遊
び
や

お
し
ゃ
べ
り

●
参
加
費　

保
険
代
、
お
や

つ
代
と
し
て
二
百
円
、
小

学
生
は
百
円

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

大
谷
自
然
公
園
の

指
定
管
理
者
を
募
集

町
で
は
、
大

谷
自
然
公
園
の

管
理
運
営
業
務

を
効
率
的
に
行

う
た
め
、
次
の

と
お
り
指
定
管
理
者
（
町
な

ど
が
持
つ
公
の
施
設
の
管
理

を
代
行
す
る
法
人
や
団
体
）

を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

法
人
や
団
体
（
個

人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
）

●
募
集
要
綱
の
配
布　

９
月

１
日
（
火
）
か
ら
９
月
11

日
（
金
）
ま
で
役
場
建
設

課
で
配
布
し
ま
す
（
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認

で
き
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
建
設

課
ま
で

募
集

町では、雇用対策のため福
岡県の基金を活用した「ふる
さと雇用再生基金事業」を行

います。これは、町が民間事業者などに委託し、
継続的な雇用が見込まれる事業を行う場合、新
規雇用に必要な人件費などの一部を助成するも
のです。ふるさと鞍手町に活力を注ぐ、事業の
アイデアを提案してみませんか。

●対象事業者　民間企業、NPO法人、その他の
法人、法人以外の団体

●事業の要件　①地域内にニーズがあり、今後
の地域の発展が見込まれる事業であって、地
域において継続的な雇用が見込まれること②
建設、土木事業でないこと③事業経費のうち、
失業者の人件費が２分の 1以上であること④
新規に労働者を雇用する場合、ハローワーク
への求人申込みを行うなど募集の公開を図る
こと⑤採用する場合、鞍手町内居住者を優先
すること⑥新規に雇用する労働者の雇用期間
は、原則として１年以上とし、更新ができる
ものとすること
　※採択は、町内の事業者を優先します
●事業の実施期間　平成 22 年度から平成 23 年
度まで

●提出書類　応募申請書、企画提案書、事業の
内訳書、雇用計画書、定款の写し、登記簿な
ど

●申し込み期間　10月 5日（月）から 11月 30日
（月）まで
●問い合わせ　応募予定の事業者は、事前に役
場企画財政課地域振興班までご連絡ください

ふるさと雇用再生基金事業の
アイデアを募集します

あなたのアイデアが
ふるさとの活力になる
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求
む
。
平
和
を
愛
す
る
人

自
衛
官
採
用
試
験

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
次
の
と
お
り
防
衛
大
学

校
学
生
・
防
衛
医
科
大
学
校

学
生
・
看
護
学
生
の
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。

●
試
験
期
日　

　

▽
防
衛
大
学
校
学
生
（
推

薦
）
＝
９
月
26
日
（
土
）、

27
日
（
日
）
▽
防
衛
大
学

校
学
生
（
一
般
）
＝
11
月

７
日
（
土
）、
８
日
（
日
）

　

▽
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

＝
10
月
31
日
（
土
）、
11
月

１
日
（
日
）
▽
看
護
学
生

＝
10
月
24
日
（
土
）

●
受
験
資
格　

18
歳
以
上
（
高

卒
見
込
含
）
21
歳
未
満
の

者
、
看
護
学
生
に
つ
い
て

は
24
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間　

▽
防
衛
大
学
校

学
生
（
推
薦
）
＝
９
月
５
日

（
土
）
か
ら
９
月
９
日
（
水
）

ま
で
▽
防
衛
大
学
校
学
生

（
一
般
）・
防
衛
医
科
大
学
校

学
生
・
看
護
学
生
＝
９
月
７

日（
月
）か
ら
10
月
２
日（
金
）

ま
で

●
試
験
会
場　

北
九
州
予
備

校
・
防
衛
大
学
校

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

試
験
会
場
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
、
自
衛
隊
飯
塚
地
域
事

務
所
☎
（
０
９
４
８
）
２
２

局
４
８
４
７
番
ま
で

砂
利
採
取
業
務

主
任
者
試
験
が
あ
り
ま
す

今
年
も
、
次
の
と
お
り
砂

利
採
取
業
務
主
任
者
試
験
が

行
わ
れ
ま
す
。
砂
利
の
採
取

に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
し

て
必
要
な
知
識
や
技
能
に
つ

い
て
の
試
験
で
す
。

●
と
き　

11
月
13
日
（
金
）

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
吉
塚
合

同
庁
舎
（
福
岡
市
博
多
区
）

●
願
書
の
配
布　

９
月
14
日

（
月
）
か
ら
10
月
９
日
（
金
）

ま
で

●
願
書
の
受
付　

９
月
24
日

（
木
）
か
ら
10
月
16
（
金
）

ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
商

工
部
工
業
保
安
課
採
石
係

☎
（
０
９
２
）
６
４
３
局

３
４
３
８
番
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟（
お

風
呂
）と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い
棟

（
体
育
館
）の
９
月
の
休
館
日

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

７
日（
月
）、
14

日
（
月
）、
20
日
（
日
）、

21
日（
祝
）、
28
日（
月
）、

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
準
備
及
び
開
催
の
た
め
、

26
日
（
土
）、
27
日
（
日
）

は
全
館
休
館
し
ま
す
。
た

だ
し
、26
日（
日
）は
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
・
お
風
呂

は
開
館
し
て
い
ま
す

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

９
月
定
例
町
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

鞍
手
町
議
会
９
月
定
例
会

を
開
会
し
ま
す
。
一
般
質
問

と
議
案
質
疑
の
日
程
（
予
定
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。
皆
さ

ん
、
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
一
般
質
問　

９
月
７
日

（
月
）、
８
日
（
火
）。
開
会

時
間
は
午
後
１
時
。
た
だ

し
、
一
般
質
問
が
７
日
で

終
了
す
れ
ば
８
日
は
休
会

と
な
り
ま
す

●
議
案
質
疑　
９
月
９
日（
水
）

開
会
時
間
は
午
後
１
時

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
議

会
事
務
局（
役
場
内
）ま
で

お
誘
い
あ
わ
せ
て
ど
う
ぞ

２
０
０
９
下
水
道
展

遠
賀
川
下
流
流
域
下
水
道

（
中
間
市
、
水
巻
町
、
遠
賀
町
、

鞍
手
町
）
で
は
、
次
の
と
お

り
「
２
０
０
９
下
水
道
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
あ

わ
せ
て
ど
う
ぞ
。

●
と
き　

９
月
13
日
（
日
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

遠
賀
川
下
流
浄

化
セ
ン
タ
ー
（
中
間
市
中

底
井
野
）

●
内
容　

下
水
処
理
場
内
の

見
学
、
ビ
デ
オ
上
映
、
イ

ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
（
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
や
か
き
氷
な
ど
）

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下

水
道
課
下
水
道
班
ま
で

くらしの情報

お
知
ら
せ

試
験

選
び
抜
か
れ
た

13
人

農
業
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

鞍手町農業委員会の選挙が７月 12日に実施
され、委員定数が 19人から 13人に見直され、
９人の新しい委員と４人の選任委員が決まり
ました。任期は、平成 21年７月 20日から平
成 24年７月 19日までの３年間です。
●選挙で当選した委員（敬称略）
　相葉　富雄（木月・再任）
　梶栗　文一（古門神崎・再任）
　栗田　幸則（立林・再任）
　添田　德次（古門・新任）
　中西　澄夫（新北・再任）
　福本　　平（室木・再任）
　真鍋　　坦（新延本村・再任）
　水摩　紀彦（山ヶ崎・再任）
　安増　弘之（小牧・再任）
●推薦による委員（敬称略）
　日高　直幸（八尋・議会推薦・再任）
　安増千代子（小牧・議会推薦・再任）
　篠 　守成（山ヶ崎・農協推薦・再任）
　遠藤　典男（古門神崎・農業共済推薦・再任）
●会長・副会長の選出（敬称略）　　
７月 23日に行われた農業委員会は初会議で

会長、副会長が次のとおり選出されました。
　会　長　遠藤　典男
　副会長　相葉　富雄・梶栗　文一
農地転用などでわからないことがあれば、

気軽に農業委員にお尋ねください。
●問い合わせ　役場農業委員会事務局まで

2009.９−16



くらしの情報

学
習
意
欲
を
応
援

専
修
学
校
の
技
能
習
得

資
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

町
で
は
、専
修
学
校
（
情
報
・

福
祉
・
工
業
・
美
容
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
・
経
理
・
公
務
員
な

ど
の
専
修
学
校
）
に
経
済
的

な
理
由
で
修
学
す
る
こ
と
が

困
難
な
人
に
、
技
能
習
得
資

金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

●
使
い
道　

授
業
料
、
実
習

費
、
入
学
金
、
入
学
支
度

金
な
ど

●
貸
付
額　

▽
専
門
課
程
＝

月
額
五
万
三
千
円　

▽
そ

の
他
＝
月
額
三
万
円
▽
支

度
金
（
一
回
）
＝
十
万
円

●
利
息　

無
利
子

●
貸
し
付
け
の
基
準　

世
帯

の
収
入
が
基
準
以
下
で
あ

る
こ
と
、
他
の
奨
学
金
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

●
返
済
期
間　

在
学
期
間
の

３
倍
（
最
長
十
二
年
）
以
内

●
申
込
期
間　
９
月
１
日（
火
）

か
ら
30
日（
水
）ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社
会
教
育
班
ま
で

い
た
ず
ら
イ
ノ
シ
シ
を

退
治
し
ま
す

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
は
、
年
々
増
え
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
町
で
は
、

年
に
二
回
、
猟
友
会
の
協
力

を
得
て
イ
ノ
シ
シ
の
駆
除
を

し
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、

日
の
出
か
ら
日
の
入
り
ま
で

猟
犬
と
猟
銃
を
使
っ
て
駆
除

を
し
ま
す
の
で
、
山
に
入
る

と
き
は
十
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

●
駆
除
期
間　
９
月
１
日（
火
）

か
ら
10
月
31
日（
土
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
農
政

環
境
課
農
政
環
境
班
ま
で

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
の

統
合
の
お
知
ら
せ

平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら

嘉
穂
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

と
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
が
統
合
し
、新
た
に
「
嘉
穂
・

鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

統
合
後
は
本
庁
舎
と
分
庁
舎

を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業

務
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
本
庁
舎
（
旧
嘉
穂
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
・
飯
塚
市
）=

総
務
企
画
業
務
・
健
康
増
進

業
務
・
保
健
衛
生
業
務
・
環

境
業
務
▽
分
庁
舎
（
旧
鞍
手

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
・
直

方
市
）=

社
会
福
祉
業
務
・

生
活
保
護
業
務
・
監
査
指
導

業
務

●
問
い
合
わ
せ　

嘉
穂
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
総
務
企
画
課

企
画
指
導
係
☎（
０
９
４
８
）

２
１
局
４
８
７
６
番
ま
で

水
巻
町
図
書
館
と

歴
史
資
料
館
の

開
館
日
と
開
館
時
間
を

変
更
し
ま
す

水
巻
町
図
書
館
と
歴
史
資

料
館
で
は
、
10
月
１
日
か
ら

開
館
日
と
開
館
時
間
を
次
の

と
お
り
変
更
し
ま
す
。

●
開
館
時
間　

午
前
10
時
か
ら

午
後
６
時
ま
で

●
休
館
日　

▽
毎
週
月
曜
日（
祝

日
・
振
替
休
日
に
当
た
る
場

合
は
、
翌
平
日
）
と
毎
月
末

日
（
土
・
日
・
月
・
祝
日
の

場
合
は
そ
の
日
以
後
の
土
・

日
・
月
及
び
休
日
で
な
い
日
）

た
だ
し
、
12
月
28
日
か
ら
１

月
４
日
と
特
別
整
理
期
間
の

休
館
日
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
●
問
い
合
わ
せ　

水
巻
町
図
書

館
・
歴
史
資
料
館
☎
（
０
９

３
）
２
０
１
局
５
０
０
０

番
ま
で

第
27
回
九
州
矯
正
展

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
一
環
と
し
て
次
の
と

お
り
第
27
回
九
州
矯
正
展
を

行
い
ま
す
。
刑
務
所
や
少
年

院
な
ど
矯
正
施
設
の
業
務
内

容
の
紹
介
や
刑
務
所
作
業
製

品
の
展
示
・
販
売
・
刑
務
作

業
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

●
と
き　

▽
９
月
26
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後

４
時
ま
で
▽
９
月
27
日

（
日
）
午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

西
日
本
総
合
展

示
場
本
館
（
小
倉
北
区
浅

野
３
丁
目
８
番
１
号
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
刑
務

所
作
業
部
門
☎（
０
９
２
）

９
３
２
局
０
３
９
５
番
ま
で

健
康
教
室
に
参
加
し
よ
う

社
会
適
応
訓
練
の
た
め
、

人
工
肛
門
、
人
工
膀
胱
を
持

つ
本
人
と
そ
の
家
族
、
医
療

関
係
者
、
介
護
関
係
者
に
正

し
い
装
具
の
使
い
方
な
ど
の

講
演
会
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

９
月
27
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

直
方
市
社
会
福

祉
協
議
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階

●
内
容　

災
害
時
の
対
策
に

つ
い
て

●
問
い
合
わ
せ　

社
団
法
人

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福

岡
県
支
部
筑
豊
分
会
☎

（
０
９
０
）
３
０
７
５
局

９
５
３
５
番
ま
で

福岡県鞍手郡鞍手町大字中山 3218
TEL  0949 － 42 － 4676
FAX  0949 － 42 － 7852

＊＊快適な空間を＊＊
水洗改造をしませんか？

有限会社 有泉管工
水洗改造工事・浄化槽工事・水道工事

広報くらてに広告を掲載しませんか。
◉掲載料（１か月あたり）
　▶全一段（縦43㎜×横187㎜）…１万円
　▶半一段（縦43㎜×横 91㎜）…５千円
◉申し込み期限　発行日（毎月１日）の40日前まで
◉掲載の可否　事前審査により決定
◉申し込み・問い合わせ　役場総務課庶務管財班まで

募集します!!

鞍手町、宮若市、小竹町で過去１年間に資源
ごみとして収集されたペットボトルは、福岡県
内の再生処理施設で選別・破砕・洗浄などによ
り再商品化の原料（フレーク）に変化し、国内
の繊維やシートメーカーに販売され、衣料品・
カーペット・たまごパック・トレイなどに生ま
れ変わっています。
● 平成 20 年３月から平成 21 年２月までに収

集され、再製品化の対象となったペットボ
トルの量　▷鞍手町＝ 16,180kg ▷宮若市＝
41,800kg ▷小竹町＝ 9,440kg

　合計　67,420kg
● 再製品化率　▷再製品化の原料＝ 51,710kg
（76.7％）▷不適物（キャップなど）＝ 15,710kg
（23.3％）
 不適物には、泥の付着したもの、中の汚れた

ペットボトルも含まれます。そのようなペット
ボトルは選別の時点で不適物となります。水で
よくすすいで、きれいにし、よく乾かしてから
出してください。
● 原料（再製品化）の販売量　▷国内繊維メー
カー＝約 31,026kg ▷国内シートメーカー＝約
20,684kg

● 問い合わせ　役場農政環境課農政環境班まで

使用済み
ペットボトルの
ゆくえ

ペットボトルは大切な資源です。きれいに分別してから出
してください。ご協力をお願いします。

再資源化へのご協力をお願いします

17－ 2009. ９



後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
人
で
、

世
帯
員
全
員
が

住
民
税
非
課
税
の
場
合
、
入

院
し
た
と
き
の
窓
口
負
担
額

や
食
事
代
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
証
明
書
は
、
申
請
し
た

月
の
１
日
か
ら
し
か
使
え
ま

せ
ん
の
で
、
入
院
が
決
ま
っ

た
と
き
は
前
も
っ
て
手
続
き

を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
、
印
か
ん
、
過
去
１

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
入
院
期

間
が
確
認
で
き
る
書
類
（
領

収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
で
、
70
歳
未
満
の

人
は
限
度
額
適
用
認
定
証
を
、

74
歳
以
下
で
住
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
世
帯
の
人

は
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

そ
の
医
療
機
関
で
の
医
療
費

の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
で
済
み
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
後
で
高
額
療
養

費
の
払
い
戻
し
申
請
を
す
る

必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。
こ

の
認
定
証
は
、
次
の
と
お
り

事
前
に
申
請
す
る
こ
と
で
交

付
さ
れ
ま
す
。
申
請
し
た
月

の
１
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま

す
の
で
、
も
し
入
院
が
決
ま
っ

た
場
合
は
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
認
定

証
は
国
民
健
康
保
険
税
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

税
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

国

民
健
康
保
険
証
・
印
か
ん
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
１
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類
（
領
収
証
な

ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
全

員
、
ま
た
は
そ
の
一
部
の
人

に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
14

日
以
内
に
役
場
保
険
健
康
課

保
険
年
金
班
へ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
忘

れ
た
り
、
遅
れ
た
り
す
る
と

保
険
証
を
使
っ
た
医
療
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人（
昭
和
14

年
9
月
２
日
か
ら
10
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）に
国
民

健
康
保
険
の
高
齢
受
給
者
証

を
次
の
と
お
り
交
付
し
ま
す
。

●
交
付
す
る
日　

９
月
30
日

（
水
）午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

国

民
健
康
保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

　

（かっこ内は前年比）

町内の
交通事故
発生状況

【７月中】

● とき　９月９日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間市
通谷）

● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６２２局０４０３番まで

【累　計】
件 数 114 人（＋12） 件 数 152 件（－ 14）

死 者 120人（±10） 死 者 120人（±10）

傷 者 117 人（＋15） 傷 者 162 人（－30）

巡回
交通事故

相談

休日
在宅医
診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

朗読サークルの皆さんが、いろ
りのそばで昔話や絵本の読み聞か
せをしてくれます。親子で聞きに
来てみませんか。
● とき　９月 12 日（土）午前 10

時から
● ところ　歴史民俗資料館
● 問い合わせ　歴史民俗資料館まで

い
ろ
り
ば
た

お
話
の
会

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ
。

● ９月    16 日（日）原医院（新北）
　　　　　　　　　 ☎４３局２０３０番
● ９月    13 日（日）町立病院（城ヶ崎）
　　　　　　　　　 ☎４２局１２３１番
● ９月    20 日（日）木原医院（山ヶ崎）
　　　　　　　　　 ☎４２局５００５番
● ９月    21 日（祝）町立病院（城ヶ崎）
● ９月    22 日（祝）町立病院（城ヶ崎）
● ９月    23 日（祝）のりまつ医院（猪倉）
　　　　　　　　　 ☎４２局７００８番
● ９月    27 日（日）鞍手クリニック（古門）
　　　　　　　　　 ☎４３局３０３０番
●10月4日（日）梅谷医院（本町）　　　

　　　　　     　 ☎４２局３３７７番

休日の夜間の体調不良は
急患センターへ。

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

※第２日曜日は、小児科のみ診療時間を拡大し、
午前９時から対応しています。

くらしの情報

● 問い合わせ
　  直方警察署☎２２局０１１０番まで

のおがた警察署

街頭犯罪だより
保育園・幼稚園の送り迎え
の車上ねらいが多発中!!

◉必ず、荷物を持って送り迎えをして
　ください。
◉犯人は、あなたが荷物を持って車を
　離れるかを近くで見ています。
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75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
害
が
あ
る
65
歳
以

上
74
歳
以
下
の
人
は
、
申
請
す

る
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
で
き
ま
す
。
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
に
な
る

か
な
ら
な
い
か
に
よ
り
、
加
入

す
る
医
療
保
険
、
保
険
料
、
一

部
負
担
割
合
な
ど
が
異
な
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

10
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
19
年
10
月
２
日
か
ら
11

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お
り

交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
と
き
や
介
護
認
定

の
申
請
の
と
き
に
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

９
月
16
日

（
水
）
か
ら
18
日
（
金
）
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権
課

福
祉
高
齢
者
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

交
付

案
内
の
通
知
は
が
き
、
印
か

ん
●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人

権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人

権
課
福
祉
高
齢
者
班

子
育
て
応
援
特
別
手
当
の

手
続
は
お
済
み
で
す
か

子
育
て
応
援
特
別
手
当
と

は
、
多
子
世
帯
の
幼
児
教
育
期

の
子
育
て
の
負
担
に
配
慮
す
る

観
点
か
ら
対
象
と
な
る
世
帯
に

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
申
請

期
間
は
10
月
６
日
（
火
）
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
給
付
対
象

者
、
支
給
方
法
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人

権
課
児
童
人
権
班
ま
で

病
気
の
予
防
は

正
し
い
知
識
か
ら

町
立
病
院
糖
尿
病
教
室

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
引
き
起

こ
さ
れ
や
す
く
な
っ
た
状
態
を

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
」
と

い
い
ま
す
。
町
立
病
院
で
は
、

正
し
い
知
識
を
知
り
病
気
の
予

防
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、

９
月
に
全
４
回
の
糖
尿
病
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
な

ど
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
と
き
・
内
容　

▽
と
き
＝
９

月
２
日（
水
）午
後
１
時
か

ら
▽
テ
ー
マ
＝
日
常
生
活
の

心
得
（
看
護
師
講
演
）
▽
と

き
＝
９
月
９
日（
水
）午
後

１
時
か
ら
▽
テ
ー
マ
＝
糖
尿

病
に
つ
い
て（
内
科
医
講
演
）

▽
と
き
＝
９
月
16
日（
水
）

正
午
か
ら
▽
テ
ー
マ
＝
試

食
会
（
低
カ
ロ
リ
ー
で
ボ

リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
食
事
）
▽

と
き
＝
９
月
30
日（
水
）午

後
１
時
か
ら
▽
テ
ー
マ
＝
血

管
年
齢
測
定

●
と
こ
ろ　

町
立
病
院

●
参
加
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

町
立
病
院
ま

で
あ
な
た
の
血
液
を

分
け
て
く
だ
さ
い

献
血
を
行
い
ま
す

一
般
献
血
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

●
と
き　

９
月
28
日
（
月
）
時

間
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
正

午
ま
で
、
午
後
１
時
か
ら
３

時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

鞍
手
町
役
場
福
祉

人
権
課
横
入
口

●
対
象
者　

18
歳
か
ら
69
歳
ま

で
の
人（
65
歳
以
上
の
人
は
、

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
に
献
血

経
験
の
あ
る
人
、
ま
た
、
男

女
と
も
体
重
が
50
㎏
以
上
の

人
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人

権
課
福
祉
高
齢
者
班

福
岡
県
立
直
方
聾
学
校

授
業
公
開

福
岡
県
立
直
方
聾ろ

う

学
校
で

は
、
次
の
と
お
り
授
業
公
開
を

行
い
ま
す
。

●
と
き　

９
月
18
日
（
金
）
午

前
９
時
30
分
か
ら
午
後
０
時

30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
直
方
聾

学
校
（
直
方
市
大
字
感
田

３
４
６
番
１
号
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す

●
内
容　

公
開
授
業（
幼
稚
部
・

小
学
部
・
中
学
部
）
お
よ
び

相
談
会

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
立

直
方
聾
学
校
☎
２
６
局

５
３
５
１
番
、
ＦＡＸ
２
６
局

４
６
０
１
番
ま
で

給
水
装
置
の
指
定
工
事

事
業
者
の
廃
止

水
道
管
の
新
設
や
増
設
な
ど

給
水
装
置
の
工
事
は
町
が
指
定

し
た
工
事
事
業
者
し
か
で
き
ま

せ
ん
。
次
の
指
定
業
者
を
廃
止

し
ま
し
た
。

●
株
式
会
社
照
設　

福
岡
市
城

南
区
長
尾
４
丁
目
１
８
番
９

号
●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下
水

道
課
上
水
道
班
ま
で

次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
（
か
っ
こ
内
は
故

人
。
故
人
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ【
香
典

返
し
】

▽	

西　

好
美
様
＝
大
池（
信
治
）

▽	

松
尾
ア
ヤ
コ
様
＝
新
北
（
保

作
）

▽	

松
永
克
美
様
＝
山
ヶ
崎
（
竹

松
禎
三
）

●
町
立
病
院
へ【
香
典
返
し
】

▽	

松
尾
ア
ヤ
コ
様
＝
新
北
（
保

作
）

▽
山
本
岩
代
様
＝
八
幡
西
区

（
兵
頭
元
子
）

▽
髙
野
政
吉
様
＝
中
山
北
区

（
ト
シ
ヱ
）

▽
福
本
房
子
様
＝
新
北
（
栄
次

郎
）

くらしの情報

愛の
贈
り
も
の

定額給付金の申請書は世帯主宛に簡易書
留で郵送しています。申請書がお手元に届
いてない場合や紛失した場合には、役場総
務課までご連絡ください。また、申請期間
は９月 28日（月）までです。まだ、申請
のお済みでない人は早目に申請してくださ
い。給付対象者、支給方法など詳しくはお
問い合わせください。
●受付締切日と支給日（予定）

締切日
振込み日

現金支給銀行、ＪＡ ゆうちょ銀行

９月 28 日（月） 10 月８日 10 月９日 10月 15日

●問い合わせ　役場総務課庶務管財班まで

定額給付金の
手続きはお済みですか

**申請期間は９月28日まで**

災
害
時
は

パ
ソ
コ
ン
と

ケ
ー
タ
イ
が

便
利
で
す

九州電力では、ホームページで停電状
況をお知らせしています。台風などの災
害時には、電話がつながりにくくなるこ
とがあります。停電情報はパソコンや携
帯電話から確認できます。

　　　　http://www.kyuden.co.jp/

　　　　http://kyuden.jp/

●問い合わせ　九州電力飯塚営業所☎（０
１２０）９８６局１０４番まで

停電状況をお知らせしています

携帯電話用
２次元コード

パソコン
から

携帯電話
から

19−2009.９



広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー

●町の人口・７月の人の動き

平成21 年９月号  No.597

・人口　17,993 人
・男性　 8,559 人
・女性　 9,434 人
・世帯数  7,599 世帯

（平成21 年７月31 日現在）

・出生  18 人
・死亡  12 人
・転入  47 人
・転出  179 人

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番

■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.fukuoka.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.fukuoka.jp/i/

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報くらて編集委員会
発行●鞍手町

　

【牛しゃぶ冷やしうどん】１人当たりの栄養価　381kcal

　
　■作り方

①…めんつゆの材料をあわせて火
をかけ、冷ましておく。

②…牛肉は塩、酒少々を加えた熱湯でサッと茹でて、ざるにあ
げ冷めたら食べやすくちぎる。

③…なすは縦に切って薄い塩水に漬けて 10 分ほどおく。水気
を切って耐熱皿に入れ、レンジで２分半ほど加熱する。冷
めたら縦５㎜の厚さに切る。トマトとわかめは食べやすく
切る。

④…うどんは袋の表示どおりに茹でて、冷水にとって洗い、食
べやすく丸めて器に盛る。

⑤…②、③を盛り合わせ、青じそとわさびを添える。別の器に
めんつゆを入れる。

【ピーマンの明太子バター炒め】１人当たりの栄養価　46kcal

　

　
　■作り方

①…ピーマンはへたと種を除き、細切り
にする。えのきは石づきをのぞき、
３㎝の長さに切る。

②…明太子は酒を加えてのばす。
③…フライパンにバターをとかし、ピー

マンとえのきを炒める。
④…ピーマンの色が鮮やかになったら②を加えて炒めあわせ、

仕上げにしょうゆを加えてひと混ぜする。

元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

■材料（６人分）
　乾うどん（420g）、牛ももしゃ

ぶしゃぶ用（300g）、トマト
（450g）、なす（240g）、カッ
トわかめ（10g）、青じそ（12
枚）、おろしわさび（適宜）

■材料（６人分）

　ピーマン（300g）、えのき茸（150g）、明太子（大
さじ４）酒（小さじ２）、バター（大さじ１）、
しょうゆ（小さじ１）

□９月のカレンダー
日 曜日 行事内容

1 火

2 水 補聴器相談（役場：13時～14時）

3 木

4 金

5 土 補聴器相談（町立病院：９時～12時）

6 日 子どもフェスタくらて（中央公民館:９時00分～14時30分）

7 月

８ 火

９ 水

10 木 無料法律相談（くらじの郷：14Ｐ参照）
補聴器相談（役場：15時 30分～16時 30分）

11 金

12 土 いろりばたお話しの会（歴史民俗資料館：10時～）

13 日

14 月

15 火

16 水 介護保険証交付　16日～18日
　　　（役場：８時30分～17時 15分　19P参照）

17 木 補聴器相談（役場：13時～14時）

18 金

19 土

20 日

21 月 敬老の日

22 火 国民の祝日

23 水 秋分の日

24 木 補聴器相談（役場：13時～14時）

25 金 心配ごと相談（くらじの郷：14Ｐ参照）
国民健康保険税（４期分）納期限

26 土

27 日 ふれあいフェスタ（くらじの郷 :９時00分～15時 00分）

28 月 定額給付金申請締切日

29 火 補聴器相談（町立病院：14時～17時）

30 水 国保高齢受給者証交付（役場：９時～17時 15分　18P参照）

テーマ
「食物繊維をとりましょう」

　食物繊維は、血糖値の安定に効果的です。また、コレス
テロールの吸収を妨げ、便通を促進するなどの働きがあり
ます。低カロリーなのでダイエットにも最適です。
　野菜やきのこ、海藻、豆類など、食物繊維を多く含む食
品を組み合わせて積極的に食べるように心がけましょう。

◆◆  一口メモ  ◆◆
食物繊維は低カロリー

でダイエットにも最適!!

■めんつゆ（６人分）
　だし汁（480cc）、みりん（大

さじ３）、酒（大さじ３）、
しょうゆ（大さじ４）




